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古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
は 

 

司
会
：
イ
ロ
ク
ォ
イ
族
の
氏
族
に
続
き
、
ギ

リ
シ
ャ
の
氏
族
に
つ
い
て
の
学
習
で
す
。
イ

ロ
ク
ォ
イ
族
に
先
行
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
の

氏
族
制
度
に
つ
い
て
深
掘
り
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
ず
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
背
景
に
つ
い

て
説
明
し
て
下
さ
い
。 

小
谷
田
：
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
は
、
紀
元
前

12
世
紀
頃
か
ら
紀
元
前
２
世
紀
に
ロ
ー
マ

帝
国
に
征
服
さ
れ
る
ま
で
の
ギ
リ
シ
ャ
文
明

の
時
代
を
指
し
ま
す
。 

①
暗
黒
時
代
（
紀
元
前
12
世
紀
～
紀
元
前

８
世
紀
頃
）
＝
ミ
ケ
ー
ネ
文
明
の
崩
壊
後
、

政
治
的
・
経
済
的
に
停
滞
し
、
村
落
社
会
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。 

②
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
（
紀
元
前
８
世
紀
～
紀

元
前
６
世
紀
頃
）
＝
ホ
メ
ロ
ス
（
紀
元
前
８

世
紀
頃
の
吟
遊
詩
人
）
の
叙
事
詩
が
成
立
し
、

ポ
リ
ス
（
都
市
国
家
）
が
発
展
し
ま
し
た
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
も
こ
の
時
代
に
始
ま

り
ま
す
。 

③
古
典
時
代
（
紀
元
前
５
世
紀
～
紀
元
前
４

世
紀
頃
）
＝
ア
テ
ネ
の
民
主
主
義
が
確
立
し
、 

哲
学
・
芸
術
・
科
学
が
発
展
し
ま
し
た
。
ソ

ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ 

ス
な
ど
の
哲
学
者
が
活
躍
し
た
時
代
で
す
。 

④
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
（
紀
元
前
４
世
紀
後
半

～
紀
元
前
１
世
紀
頃
）
＝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ 

ス
大
王
の
遠
征
に
よ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
が

広
範
囲
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。 

司
会
：
吟
遊
詩
人
・
叙
事
詩
に
つ
い
て
も
補

足
説
明
し
て
下
さ
い
。 

小
谷
田
：
吟
遊
詩
人
と
は
、
詩
曲
を
作
り
各

地
を
訪
れ
て
歌
っ
た
人
々
を
指
し
、
叙
事
詩

と
は
、
物
事
や
出
来
事
を
記
述
す
る
形
の
詩

の
こ
と
を
い
う
そ
う
で
す
。 

司
会
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
か
質

問
や
補
足
な
ど
あ
り
ま
す
か
。 

本
郷
：
母
権
制
社
会
の
始
ま
り
は
ど
こ
で
、

ど
ん
な
社
会
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

小
谷
田
：
ベ
ラ
ス
ゴ
イ
族
だ
と
思
う
の
で
す
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が
。
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
先
住
民
で
、
新
石
器

時
代
（
紀
元
前
35
世
紀
頃
）
の
民
族
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ベ
ラ
ス
ゴ
イ
族
の
社
会
は
、

母
権
制
で
、
女
性
が
支
配
的
な
立
場
に
あ
り
、

彼
ら
の
宗
教
体
系
に
は
男
性
の
神
や
祭
司
は

お
ら
ず
、
宇
宙
全
体
を
治
め
る
女
神
と
そ
れ

に
仕
え
る
巫
女
だ
け
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。 

杉
田
：
何
故
、
母
権
制
社
会
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
す
か
。 

小
林
：
た
ぶ
ん
、
女
性
は
子
を
産
む
こ
と
が

で
き
、
母
乳
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
社
会
文
明
に
は
男
性
は
必

要
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。 

司
会
：
こ
こ
か
ら

本
章
に
入
り
ま
す
。

結
婚
・
相
続
、
家

族
・
氏
族
・
胞

族
・
部
族
、
統
合

部
族
と
都
市
、
富

の
集
中
と
階
級
制

度
な
ど
に
つ
い
て

討
論
し
て
い
き
ま

す
。
最
初
に
結
婚
・
相
続
に
つ
い
て
説
明
し

て
下
さ
い
。 

  

結
婚
・
相
続
（
富
の
分
散
） 

 

小
谷
田
：
母
権
制
か
ら
父
権
制
社
会
に
変
わ

り
、
私
的
な
富
の
蓄
積
は
、
氏
族
制
度
に
二

つ
の
対
立
を
作
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
共

同
体
的
な
氏
族
の
あ
り
方
に
変
化
を
も
た
ら

し
個
人
の
経
済
力
や
影
響
力
の
増
大
に
つ
な

が
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、

結
婚
（
相
続
）
に
よ
る
富
の
分
散
で
す
。
富

（
財
産
）
の
分
散
を
防
ぐ
た
め
、
女
相
続
人

の
場
合
は
氏
族
内
で
の
結
婚
が
許
可
・
命
令

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
結
婚
は
、
一
般
的
に

女
相
続
人
の
場
合
を
除
き
、
氏
族
内
で
の
結

婚
は
禁
止
さ
れ
、
氏
族
の
外
部
で
の
結
婚
が

原
則
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

司
会
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
補
足
、

ま
た
は
質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。 

本
郷
：
古
典
期
の
ア
テ
ナ
イ
（
ア
テ
ネ
の
古

名
）
で
は
、
女
性
が
相
続
人
と
な
っ
た
場
合

は
、
最
も
近
い
男
性
親
族
（
一
般
的
に
は
叔

父
ま
た
は
い
と
こ
）
と
結
婚
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
財
産
を

維
持
し
た
よ
う
で
す
。 

桜
木
：
集
団
婚
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。 

小
谷
田
：
モ
ー
ガ
ン
（
１
８
１
８
～
81
、

米
国
の
文
化
人
類
学
者
）
が
古
代
社
会
で
乱

婚
に
次
ぐ
原
始
的
婚
姻
形
態
と
し
て
推
測
し

ま
し
た
が
、
そ
の
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。 

司
会
：
近
親
婚
に
つ
い
て
何
か
意
見
が
あ
り

ま
す
か
。 

小
林
：
古
代
エ
ジ
プ
ト
な
ど
で
は
、
父
娘
婚

や
兄
弟
姉
妹
婚
が
善
行
と
さ
れ
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
禁
止
さ
れ
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。 

根
岸
：
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
親
子
間
の
近
親

婚
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
青
銅

器
時
代
で
は
、
い
と
こ
婚
の
習
慣
が
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

石
川
：
ア
フ
リ
カ
の
現
ヌ
エ
ル
族
は
一
夫
多

妻
制
で
す
が
、
自
分
の
集
団
に
属
さ
ず
、
ま 
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た
自
分
の
一
族
の
相
手
が
結
婚
し
た
こ
と
が

あ
る
集
団
に
も
属
さ
な
い
人
と
結
婚
を
す
る

と
い
う
慣
習
が
あ
る
そ
う
で
す
。
近
親
婚
は

生
物
学
的
に
問
題
な
い
の
で
す
か
。 

向
山
：
日
本
の
民
法
第
７
３
４
条
（
右
図
）

で
は
、
近
親
者
間
の
婚
姻
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
条
文
は
、
３
親
等
内
の
婚
姻
を

制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
、
道
徳
的

な
秩
序
を
維
持
し
、
遺
伝
的
リ
ス
ク
を
軽
減

し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
４
親
等
以
上
の
い

と
こ
婚
な
ど
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

桜
木
：
海
外
で
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

向
山
：
ド
イ
ツ
は
３
親
等
以
上
、
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
４
親
等
以
上
、
ア
メ

リ
カ
は
州
よ
っ
て
異
な
り
４
親
等
以
上
ま
た

は
５
親
等
以
上
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
５
親
等
以

上
。
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
73
％
が
い

と
こ
婚
で
あ
り
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

家
族
・
氏
族
・
胞
族
・
部
族 

 

司
会
：
次
に
家
族
・
氏
族
制
度
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
討
論
し
ま
し
ょ
う
。 

小
谷
田
：
氏
族
制
度
の
下
で
は
、
家
族
は
組

織
単
位
で
は
な
か
っ
た
し
、
夫
と
妻
は
必
然

的
に
相
異
な
る
氏
族
に
属
し
て
い
た
た
め
、

家
族
の
半
分
は
夫
の
氏
族
、
半
分
は
妻
の
氏

族
に
分
か
れ
て
お
り
、
家
族
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
従
来
の
全
て

の
歴
史
書
は
、
不
合
理
な
前
提
か
ら
出
発
し

て
い
ま
す
。
単
婚
制
個
別
家
族
が
結
晶
核
で

あ
っ
て
、
こ
の
周
り
に
社
会
や
国
家
が
徐
々

に
付
着
し
て
き
た
と
、
更
に
グ
ロ
ー
ト
は
、

ア
テ
ナ
イ
の
各
氏
族
は
族
祖
父
に
由
来
す
る

名
前
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
死
亡
者
の
氏
族

員
た
ち
が
そ
の
財
産
を
相
続
し
た
こ
と
、
と
。 

 

こ
れ
に
対
す
る
モ
ー
ガ
ン
の
答
え
は
、
原

始
形
態
に
あ
る
氏
族
に
照
応
す
る
血
縁
制
度

は
、
氏
族
の
全
成
員
相
互
間
の
親
族
関
係
の

識
別
を
保
証
し
、
氏
族
名
こ
そ
が
共
通
の
血

統
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
と
な
っ
た
、

と
言
っ
て
い
ま
す
。 

根
岸
：
夫
婦
が
異
な
る
氏
族
に
属
し
て
い
た

と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。 

小
谷
田
：
結
婚
は
政
治
的
・
経
済
的
な
同
盟

の
手
段
と
し
て
も
機
能
し
、
家
族
の
財
産
や

血
統
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

従
っ
て
、
氏
族
を
維
持
す
る
た
め
の
一
つ
の

策
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
年
齢
は

年
齢
差
が
大
き
く
、
女
性
は
10
代
前
半
で

男
性
は
30
代
前
半
が
一
般
的
で
し
た
。 

石
川
：
男
女
は
平
等
だ
っ
た
の
で
す
か
。 

本
郷
：
女
性
は
不
動
産
を
持
つ
こ
と
も
禁
止

さ
れ
、
参
政
権
や
裁
判
を
起
こ
す
権
利
も
な

い
な
ど
、
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 
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杉
田
：
個
別
家
族
の
家
系
図
は
残
っ
て
い
た

の
で
す
か
。 

小
林
：
氏
族
の
家
系
図
は
、
は
る
か
以
前
ま

で
遡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
共
通
の
先
祖

が
比
較
的
新
し
い
場
合
に
限
ら
れ
、
他
の
場

合
は
、
そ
の
相
互
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

司
会
：
続
い
て
胞
族
・
部
族
に
つ
い
て
説
明

し
て
下
さ
い
。 

小
谷
田
：
胞
族
と
は
、
二
つ
以
上
の
氏
族
や

リ
ネ
ー
ジ
（
血
統
）
が
結
び
つ
い
て
で
き
る
、 

           

よ
り
大
き
な
集
団
を
指
し
ま
す
。
胞
族
は
、

い
く
つ
か
の
子
氏
族
に
分
裂
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
ら
を
統
合
す
る
親
氏
族
で
あ
っ
て
、
全

氏
族
を
共
通
の
族
祖
父
に
由
来
さ
せ
て
い
ま

し
た
。
胞
族
の
全
氏
族
は
文
字
通
り
、
兄
弟

氏
族
で
し
た
。 

 

部
族
は
、
親
族
関
係
に
あ
る
幾
つ
か
の
胞

族
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
現
ア
テ
ネ
を

中
心
と
す
る
ア
ッ
テ
ィ
カ
地
方
に
は
、
左
上

図
の
通
り
、
４
つ
の
部
族
、
３
つ
の
胞
族
、

30
の
氏
族
が
あ
り
ま
し
た
。
整
然
た
る
集

団
区
分
は
、
自
然
発
生
的
に
成
立
し
た
秩
序

に
対
す
る
意
識
的
、
計
画
的
な
干
渉
を
前
提

と
し
て
い
ま
す
。 

本
郷
：
部
族
と
民
族
の
違
い
に
つ
い
て
教
え

て
下
さ
い
。 

小
谷
田
：
部
族
と
は
、
一
定
の
地
域
に
住
み

共
通
の
言
語
や
宗
教
な
ど
を
持
ち
、
一
つ
の

政
治
的
統
率
下
に
あ
る
共
同
体
を
言
い
、
民

族
と
は
、
共
通
の
文
化
的
背
景
と
同
じ
集
団

に
帰
属
す
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
人
々
の
集

ま
り
で
す
。 

 

統
合
部
族
と
都
市 

 

司
会
：
部
族
に
次
ぐ
部
族
連
合
体
と
都
市
に

つ
い
て
説
明
し
て
下
さ
い
。 

向
山
：
ホ
メ
ロ
ス
の
詩
か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
の

諸
部
族
の
大
部
分
が
い
く
つ
か
の
小
さ
な
統

合
部
族
に
結
集
し
、
内
部
で
の
自
立
性
を
保

持
し
、
既
に
城
壁
で
固
め
た
都
市
に
住
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
畜
群
や
畑
地
耕

作
が
拡
大
し
、
手
工
業
が
始
ま
り
、
人
口
が

増
加
す
る
と
共
に
富
の
差
が
増
大
し
、
古
い

自
然
発
生
的
な
民
主
政
の
内
部
に
貴
族
政
的

な
要
素
が
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

個
々
の
部
族
団
は
、
最
良
の
地
域
を
占
有
す

る
と
共
に
戦
利
品
を
得
る
た
め
の
戦
争
を
続

け
て
い
ま
し
た
（
捕
虜
を
用
い
た
奴
隷
制
は

既
に
公
認
の
制
度
で
し
た
）。
な
お
、
部
族

や
部
族
団
の
主
な
制
度
と
し
て
は
、
①
評
議

会
＝
評
議
員
は
首
長
か
ら
選
挙
に
、
重
要
事

項
の
最
終
決
定
、
後
の
元
老
院
に
。
②
民
会

＝
評
議
会
が
召
集
、
民
会
の
決
定
は
窮
極
的

に
最
高
の
も
の
。
③
軍
指
揮
者
な
ど
が
あ
り
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ま
し
た
。 

桜
木
：
城
壁
で
固

め
た
都
市
と
は
ど

う
い
う
も
の
で
す

か
。 

本
郷
：
防
壁
で
固

め
ら
れ
た
自
然
の

丘
（
小
高
い
丘
や

成
山
）
に
神
殿
や

砦
が
築
か
れ
ま
し

た
。 

向
山
：
当
初
は
対

外
的
軍
事
拠
点
、

つ
ま
り
城
壁
で
し

た
が
、
紀
元
前
７
世
紀
に
は
ポ
リ
ス
市
民
の

信
仰
の
対
象
と
も
な
り
、
都
市
国
家
に
お
け

る
共
同
体
の
絆
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
神
殿
が

築
か
れ
、
ポ
リ
ス
の
守
護
神
を
祭
っ
た
そ
う

で
す
。 

小
谷
田
：
ポ
リ
ス
は
都
市
の
発
展
に
よ
り
、

周
辺
村
落
を
含
む
国
家
を
指
す
よ
う
に
変
化

し
、
さ
ら
に
土
地
所
有
者
間
に
お
け
る
市
民

権
概
念
の
出
現
に
よ
り
、
市
民
全
体
、
市
民

集
団
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

石
川
：
社
会
形
態
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で

す
か
。 

向
山
：
都
市
は
い
く
つ
か
の
部
族
か
ら
構
成

さ
れ
、
ポ
リ
ス
は
し
ば
し
ば
三
種
の
住
民
に

分
割
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
高
の
階
級
は
参

政
権
の
あ
る
市
民
、
次
に
参
政
権
の
な
い
市

民
、
最
後
に
非
市
民
が
い
ま
し
た
。
武
具
は

自
費
で
揃
え
る
た
め
貴
族
が
国
防
の
主
力
で

し
た
。 

  
富
（
私
有
財
産
）
の
集
中 

 

司
会
：
続
い
て
、
富
の
集
中
に
つ
い
て
説
明

し
て
下
さ
い
。 

向
山
：
英
雄
時
代
の
制
度
の
う
ち
、
古
い
氏

族
組
織
が
崩
壊
す
る
端
初
を
見
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
①
父
権
制
と
子
へ
の
財

産
の
相
続
に
よ
る
富
の
蓄
積
と
氏
族
間
の
対

立
。
②
富
の
差
が
世
襲
の
貴
族
及
び
王
位
の

最
初
の
萌
芽
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
反
作
用
。
③
奴
隷
制
が
捕
虜
だ
け
で
な

く
、
既
に
自
己
の
部
族
員
や
氏
族
員
を
奴
隷

化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
。
④
昔
の
部
族
戦
争

が
変
質
し
て
、
家
畜
・
奴
隷
・
財
宝
を
獲
得

す
る
た
め
の
陸
上
や
海
上
で
の
組
織
的
な
略

奪
が
正
規
の
営
利
源
泉
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
。
⑤
要
す
る
に
、
富
が
最
高
の
善
と
し

て
賛
美
さ
れ
尊
敬
さ
れ
て
、
古
い
氏
族
秩
序

が
富
の
暴
力
的
な
略
奪
を
正
当
化
し
乱
用
さ

れ
た
こ
と
な
ど
で
す
。 

司
会
：
重
要
な
内
容
で
す
。
こ
こ
ま
で
で
意

見
・
質
問
な
ど
あ
り
ま
す
か
。 

杉
田
：
ギ
リ
シ
ャ
の
英
雄
時
代
と
は
ど
う
い

う
時
代
で
す
か
。 

向
山
：
紀
元
前
13
世
紀
頃
～
紀
元
前
９
世

紀
頃
に
あ
た
り
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す

る
ヘ
ラ
ク
レ
ス
や
ペ
ル
セ
ウ
ス
な
ど
の
英
雄

た
ち
が
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
時
代
概
念
で
す
。

ホ
メ
ロ
ス
や
ヘ
シ
オ
ド
ス
の
詩
を
通
じ
て
、

こ
の
時
代
の
英
雄
た
ち
の
物
語
が
後
世
に
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。 

石
川
：
部
族
連
合
体
で
、「
手
工
業
が
始
ま

「
民
会
」（
評
議
会
）
の
様
子 
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る
に
つ
れ
て
人
口
が
急
増
し
富
の
差
が
増
大

し
て
、
旧
い
民
主
政
の
内
部
に
貴
族
的
な
要

素
が
成
長
し
て
き
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
英

雄
時
代
は
氏
族
制
度
が
力
を
持
っ
て
い
た
が
、

崩
さ
れ
始
め
て
い
た
と
い
う
事
で
す
か
。 

向
山
：
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
部
族
間
戦

争
が
変
質
し
て
、
陸
上
や
海
上
で
家
畜
・
奴

隷
・
財
宝
を
獲
得
す
る
た
め
の
組
織
的
略
奪

が
正
規
の
営
利
源
泉
に
つ
な
が
り
つ
つ
あ
っ

た
か
ら
で
す
。 

司
会
：
ど
な
た
か
、
私
有
財
産
の
役
割
に
つ

い
て
説
明
し
て
下
さ
い
。 

桜
木
：
市
民
は
基
本
的
に
自
分
の
土
地
や

家
・
奴
隷
な
ど
を
私
有
し
、
そ
の
財
産
が
兵

装
や
納
税
の
負
担
能
力
を
決
め
、
ポ
リ
ス
政

治
へ
の
参
加
権
に
も
直
結
し
て
い
ま
し
た
。

ア
テ
ナ
イ
で
は
市
民
を
財
産
額
で
４
等
級
に

分
け
、
そ
の
等
級
に
よ
っ
て
就
け
る
公
職
や

兵
種
が
決
ま
り
、
重
要
な
官
職
に
は
一
定
以

上
の
財
産
を
条
件
と
し
、
ポ
リ
ス
運
営
と
私

有
財
産
が
密
接
に
結
び
付
い
て
い
ま
し
た
。 

 

階
級
制
度
と
国
家
の
発
明 

 

司
会
：
続
け
て
説
明
し
て
下
さ
い
。 

向
山
：「
だ
が
、
古
い
氏
族
共
同
体
に
は
、

一
つ
の
制
度
が
欠
落
し
て
い
た
」
と
し
、
そ

れ
は
、
①
個
々
人
が
新
た
に
獲
得
し
た
富
を

氏
族
秩
序
の
共
産
制
的
伝
統
に
対
し
て
保
障

し
、
②
以
前
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
私
有
財
産

を
神
聖
化
す
る
と
共
に
、
こ
の
神
聖
化
を
あ

ら
ゆ
る
人
間
共
同
体
の
最
高
目
的
だ
と
宣
言

し
、
③
発
展
し
て
く
る
財
産
獲
得
の
新
し
い

諸
形
態
（
富
の
増
殖
の
新
し
い
諸
形
態
）
に

全
社
会
的
に
承
認
し
た
一
つ
の
制
度
で
す
。 

そ
れ
が
、
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
社
会
の
諸

階
級
へ
の
分
裂
を
永
遠
化
し
た
ば
か
り
で
な

く
、
有
産
階
級
が
無
産
階
級
を
搾
取
す
る
権

利
や
前
者
の
後
者
に
対
す
る
支
配
を
永
遠
化

し
た
一
つ
の
制
度
が
出
現
し
ま
し
た
。 

杉
田
：
有
産
階
級
・
無
産
階
級
と
は
、
ど
う

い
う
階
級
の
こ
と
で
す
か
。 

向
山
：
有
産
階
級
と
は
、
多
く
の
資
産
を
持

つ
人
々
の
社
会
階
層
を
指
し
、
無
産
階
級
と

は
、
生
産
手
段
を
持
た
ず
、
労
働
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
賃
金
で
生
活
す
る
人
々
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。 

小
谷
田
：
有
産
階
級
＝
資
本
家
、
無
産
階
級

＝
労
働
者
と
い
う
こ
と
で
す
か
。 

小
林
：
資
本
家
は
16
世
紀
か
ら
17
世
紀
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
出
現
し
始
め
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
こ
こ
で
は
、
富
を
蓄
積
し
て
い
る
者
、

富
を
持
た
な
い
者
と
理
解
す
べ
き
で
す
。 

根
岸
：
富
の
増
殖
の
新
し
い
諸
形
態
と
は
何

で
す
か
。 

向
山
：
個
々
人
が
新
た
に
獲
得
し
た
富
の
保

障
で
す
。
つ
ま
り
私
有
財
産
の
神
聖
化
、
社

会
の
階
級
へ
の
分
裂
、
有
産
階
級
に
よ
る
無

産
階
級
を
搾
取
し
支
配
す
る
制
度
、
次
章
で

学
ぶ｢

国
家｣

が
発
明
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ

で
有
産
階
級
は
自
由
に
搾
取
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

司
会
：
長
時
間
に
わ
た
る
討
論
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
の
氏
族
制
度
に
つ
い
て

理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
回
は
ア

テ
ナ
イ
国
家
の
成
立
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 


